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Lorfanの麻酔前投薬における使用経験
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を体賦に応じて麻酔開始前60分及び30分に分割皮下に

　　　　　　　　　緒　　君　　　　　　　　　　　　注射し，唾吸抑制への拮抗効果をみるべく次の2群に

　外科手術時に前投薬として，しばしばモルヒネ剤が　　　分けて検討をおこなつた。

使用される。モルヒネ剤ほ古来すぐオLた鎮痛鎮静作用　　A）パソス・分割2圓目投与後3。分にL。rfan　lmp

があるが，その反面t種々の剛作用がありなかでもll璽　　を静濾した場合。

吸抑制作用のあることは，モルヒネ剤単独使旧の場食　　　　B）バンスロ分劇2回目の1：ll謝と1剛李寺にLorfan　1

特に注意すべきである。最近モルヒネ剤の鎮痛鎮静作　　　㎎を静注した場合。

用を減ずることなく呼吸抑制作用のみに拮抗する薬剤　　　　各群に・っいて．呼吸数（R．R・）、工圓換気鍛（T．

Lorfan⑬が臨床｝こ応用されるようになつた①②⑤。　　V．），分時呼吸轍（M．　V．）をG。daldのRespiro－

　Lorfan（La▽allorpllan　tartrate）は1951年Seh－　　　meterによつて測窯し，前日安静時に・検査した対照

neider，　Grtissnerにより合成されたもので，構造式　　　値と比較した。

は，DromoranのCHバi銭がALLYL基に醗き換

えられたものである。　　　　　　　　　　　検査成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A）の場合の呼吸数の変化はパンスコ投与により35
　　　　　　　　構　　造　　式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例中32例は呼吸数の減少があり，Lorfan投与により
　　　　Lorfa】ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　1）romoran

　　　　　　　　，＿．．＿一＿．　　　　　　　一、　　　35例中17例は増加し，2例は減少，16例に増減がなか

　　　　　　　欝蹴qql　誤運…った・増・・した症例繭麟後に比して・…％の…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸数の増加をみた。35例の呼吸数の平均値を棒グラフ
　　　　　　　CHし　　　　　　　　　　　　　　CH二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で示すと図1の如くである。次に呼吸数，一一ma換気
HO　　　　　　　　　　　　　　HO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　パンスコPルフアン投与群
　我々は前投薬にパソスコ（本剤は1cc中に鹿酸アヘ

ンァルカイド40㎎と臭化水素酸ス調｛ラミソ0・6㎎を

含有する）を使用し，本剤の抗呼吸抑制作用をみるべ　　　畏ル耳ア覆

く本剤の使用を試みたのでその成績を報冑する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前投薬後

　　　　　　　　　実験方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前投藥前
　対象は星子外科および平林外科における成人外科手

術患者である。麻酔前投与としてラボナ0ほ9を麻酔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　10　　　　　15　　　　　20
開始2時間前に経降1投与し，次にパンスロ0・4～0・2cc　　　　　　　　　　　　　呼吸数

35例平均
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丑・1ぞ副￥：あ
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9
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43G．o

654，6

13525

4．9

4，3

5，8

4．3

侮効

角拗

繊り1

fYfYJ

R．R．（呼吸数）　　　T．　V。（1側換気蝿：）　　　M．　V、（分1時呼販鰍）

髭，分時呼吸圭ll：について検査し得た症例は衰1の如　　　B）パンス’」初圓投与後30分後にLorfan工7解およ

く，初圓投与後では明らかに呼吸数の減少がみられる　　びパンスロ同時投与群では，35例中呼吸数の増fJIW・Xl2

が，1回換気量は必らずしも減少していないのに反し　　例、減少は8例で，15例は増減がなかつた。増加した

て，分時呼吸巌は減少しており，2圃投与後では，呼　　　症例では18・9％の増加1，減少しt症例でe±12，6％の減

吸教，分時呼吸盤は減少し，パンスコの明らかなる呼　　　少をみた。図2に示す如く，Lorfan岡時投与群でほ

吸抑制襯観わしている・カ’つその作用腔として　図2　．・。ス・。ルフア。隅齢群
呼吸数の減少であり，ユ回換気貴はむしろ代償ili勺に増

加する傾向がみられた。

L。・伽投与により2回膿与後に上ヒ較してロ轍数　鰍雛

は全例増加した。6例中5例は分時呼吸錨：は」層加し2

回目投与後に比較して，およそ平均18．8％の増加であ

つte。又6例の颯換気黛では．ミンス・2圓服与に　　前投輸

比して平均tg・7％の減少癒みた。パンスコ2圓目投与

後に比して，呼吸数，ユ回換気量，分時呼吸鎧のうち　　　　　　　　　　　5　　　　10　　　15　　　2。

2つ以上に改善のみとめられたものを有効とすれば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼吸　数
6例中5例が有効であつた。

35例平均

」　表2　　　　　 2圓目パソスコP’ルフアソ1η呼投与，群

No．

1

2

3

4

5

6

患渚

M．Y．

A，M、

S，Y．

T．Kl

H．u．

0，M，

7　1，’K．

年湘樋
　　ll（kg）

51

41

55

38

42

59

61

♀

8

♀

ε

♀

♂

♂

48

55

54

58

52

48

58

前投薬前
手術名　一一一、

臨段訓唾湯’

胃切除術

腹壁腫瘍
易1拙

胃切除術

左肺切除
術

冑切除術

胃嬢術

胃WJ除術

16
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13
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20

648．O 10，3

455，71　］O，⑪

　　t
486，0

322．5

378，　O

456．8

6，3

6．4

9．1

6，9

456，8　　9，3

　　1

前投薬｛前投薬後
種類1（量）

パン　　ユ2
ス：コ

ノミン

ス2

パソ
スロ

バソ
スコ

パン
スコ

パン
スコ

ノξン「

スコ

12

12
コ2

16
】6

［2

12

12

ユ2

12
ユ2

12
12

RR．臨お‘門労

17

iIG

12

10

ユ3

13

14

432，〔｝　　7、3

271．21　4，3

564、3　　6．7

427．2

300．0

483．7

406．8

4．3

3，9

6．2

5．6

前投薬ロルフアン

蝿讐i鰺効果

14

20

12

11

14

10

】．3

432。0

434．o

483．7

480，6

354．5

564。4

1488・2

6．o撫効
　　］

8．6

5，8

5，2

4．9

5．6

6．3

有効

無効

掬効

有効

無効

やx
腐効

R，R。（呼吸数）　　　　T．　V．（1回換気最）　　　M，　V．（分時呼吸鷺）
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明らかに呼吸数の減少は認められなかつた。呼吸数1　　Cullen⑥は，本剤を術後擁痛患一9・　140例にMorphin

回換気量・分時呼吸髄検ffし皐ξ｝た症例は褒2の如く　とL・漁nの混合注射を行い、分［ktr；nf‘吸惣よ正常時

初回投与後に比して・呼吸数の増／J旧．た症例CX　7例中　　　の4～10％の減少をみたが，鎮痛作用には影響がなか

3例で少数であるが，1圓換気至皇1：，分時呼1吸｛ii：は7例　　ったと報告し，　Fo1des⑦等は，投与に際し同時投与

中5例に増加をみた。・5例の分時呼吸場．増加の平均　　　がより効果的であると述べているが，本実験において

397％はを示し・1側換気脚よ21－1％の増加を認め　　　もB群が効果的であつたのは，同時投与がよかつたこ

た。A群同様の判窺に従えぽ，禽効例em　7例中4でダllが　　　とを示している。　Gross⑧は，　Morphine：Lorfanは

有効であつた。A群のように2回目パンスコ投与後明　　　10：1の投与が，　Lorfanの最低限界としているが，

らかに呼吸抑制がみらオτたが・2圓目岡時ま～と与では，　　　我ノごはウまぼ24：1の投与方法であつたが，無効例は少

A群の2回目投与後に・おこる呼吸ξ111制に比較して・呼　　　なかつた。灘渚等はMorpbiaoの呼！吸抑制作用に対

吸抑制の度が少な婦冨胸が認められた・酬1㍉B群，　するL・rf・nの作」肋みるぺく，　A磁瑚肥わけ

の平均呼吸数1回換鰯：・分時1轍昂：の11舜加1物は　て検組たカい繊抑制戯厨しるlli∫に，つまり剛苧

表3の如くで・B群ではいつれの項同も増加したが・　　　投与がむしろ効果的であることを推察し得た。

表3。’・プアン投轍におけ訓脅力呼彫6　　　　　　　　績　語

二緬眠一二ニー、襲＿＿△＿＿＿焦＿　用畿難囎響轟蹴1獺牒驚灘籠

呼吸釧　…8％　・t8・・9・9／e　【・搬与婦つて，脳数訓・1換購分嚇囎

1回換気鯛　㎜19・7％　21・4％　を瀧瑠むべき呼！及抑制繊㈱を藷肋た。
　分時呼吸量1　18・8％　　39・7％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稿を終るに臨み，御懇篤なる御指灘、御校閲を賜わ

　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つた恩師星子教授，平林外科平林正先生に深謝いたし
A群では1剛換気盤はむしろ減少した。　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　考　　接　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　獄

　以」二の如く，Lorfanは前投薬として用いたパンス　　①Jl村秀央：輿験治携餐，348；　88・　19　Sl　　②古川暫

コによつて生ずる呼吸抑制にかなり奏効するものと考　　　二；外科治療，4渦15・1961　④嶋村欣一・他；爽

へられる。すなわちパンスコ分割投与後における　　験治療，348190，1961　④Costa・P・J・：J・Pha－

Lorfanの作用ぼ呼吸数にやや増加カミ見られ，全体と　　rmacol・＆Exper・Therap・113：31｛）j　1955

して分時呼吸燈の増加がみられた。C。sta④は白鼠を　　⑥F。1des，　F・F・・et　aL：J・pharm・＆Exper・

用いて，Morphine　80㎎／移投与すると，正常時に比　　　Therap　II3：21，1955　　⑥Oullen，　S・C・：Ane・一

して分時呼吸童は70％の減少をみるが，Lorfan　12解　　sthesiology．16　：　674，1955　⑦Foldes，　F，　F．，　et

／短の投与により8～16分後に分時呼吸殿は10％の滅　　　a1・：Am・　J・M・Sc・233　t　153・1957　　⑧Gross・

少に回復し，しかもAnalgesiaもおかされなかつた　　　E・G．：JLab・＆Clin・Med・43：938・1954

とし，又F。ldes⑥等はNisentil投与後，呼扱数に

69％，分時呼吸量は47％の減少をみたが，Lorfan投

与により呼吸数は正常時に比し12％，1　Pl換気量は14

％，分時呼吸盤1％の減少を示しLorfanの効果を

認めている。我々の症例では呼吸数については，A群

では20．8％の増加をみ，B群では，189％の増加をみ

た。又分時呼吸鑓ではA群は18，8％の増加B群で怯，

39．7％の増加をみた。1園換気量では，APt　－19，7

％，B群では21．4％の増加を示しB群の方がより効果

的であつた。もちろん鯛々の症例では拮抗効果が必ず

しも判然とした傾向を示さない例があつたのは，パン

スコに対する個体差。時間的関係，測定に際しての患

者の心理的な変動にも原因があるように思われる。


